
結城市後援名義等使用承認に関する要項 

 

 （趣旨） 

第１条 この要項は，結城市が結城市以外のものの行う事業について，後援，共催及

び推薦名義（以下「後援名義等」という。）の使用を承認することに関し必要な事

項を定めるものとする。 

 

 （用語の定義） 

第２条 この要項において，次の各号に掲げる用語の定義は，それぞれ当該各号に定

めるところによる。 

（１）後援 趣旨に賛同し，その開催を支援することをいう。 

（２）共催 企画又は運営に参加し，共同主催者としての責任の一部を分担すること

をいう。 

（３）推薦 教育的又は文化的及び社会的に価値があるものについて広くすすめるこ

とをいう。 

 

 （申請手続） 

第３条 後援名義等の使用承認を申請しようとする者は，後援（共催・推薦）承認申

請書（様式第１号）を事業の開催前１４日までに市長に提出しなければならない。 

２ 市長は，前項の申請書を受理したときは，速やかに承認の可否を決定し，その結

果を後援（共催・推薦）承認書（様式第２号）又は後援（共催・推薦）不承認書

（様式第３号）により申請者に通知するものとする。 

 

 （承認の基準） 

第４条 市長は，次の各号に該当する場合は，後援名義等の使用を承認することがで

きる。 

（１）事業内容の承認基準 

  ア 教育，芸術，文化，その他社会及びスポーツの向上普及に寄与するもので公

益性のあるもの。ただし，営利的又は特定の政治的，宗教的な目的を有するも

のは除く。 

  イ 市の運営に関する一般方針に反しないものであること。 

  ウ 事業規模が原則として広域的であること。 

（２）前号以外の承認基準 

  ア 主催者の存在が明確であり，事業遂行能力が十分あると判断されるもの 

  イ 講習会，研究会その他の集会にあっては，その講師が事業目的に適任者であ

るもの 

  ウ 開催，開設の場所は，公衆衛生，災害防止等について十分な設備及び措置が

講じられているもの 

 



 （承認の条件） 

第５条 市長は，後援名義等の使用を承認する場合は，次に掲げる各号の条件を付す

ることができる。 

（１）使用承認期間は，承認した日から当該事業終了までとし，６月を限度とするこ

と。ただし，引続き申請のある場合又は事業の性質上やむを得ない場合は，この

限りでない。 

（２）財政的な援助は一切しないこと。 

（３）事故防止及び対策について万全の措置を講じさせること。万一この事業におい

て事故が発生した場合は，使用者の責任において弁償すること。 

（４）事業内容及び運営について十分なる配慮をさせること。 

（５）承認後において事業計画に変更があった場合は，主催者をして直ちに届けさせ

ること。 

（６）後援名義等の使用者に対し，後援（共催・推薦）事業終了報告書（様式第４

号）の提出を求めること。 

 

 （承認の取消し） 

第６条 市長は，後援名義等の使用の承認後，事業内容等において第４条の規定に反

する事項が判明した場合は，承認を取り消すことができる。 

 

   付 則 

 この要項は，平成１６年７月１日から施行する。 


